
 

第１章 海上輸送分野 
 海  

海   

2018 年の 航海運は、 料 の上昇と った イナス はあったが、 調な米国 や

中国の 成長等による世界 の拡大を背景に、米中 を した け込み や米

国のイラン制 を背景とする輸送 ン イルの増 等から、一 の で海運 は前年を上 り、

海上荷動き量も増 するな 、 航海運を取り 事業環境に改善が ら た。 

後の 航海運の動向に は、世界 の拡大は すると 込 るものの、米中

の 、 国の EU 、中東や東アジアにおける 的な 等、世界 の成長

に影響を及 す のある事 があることから、 き き注 が である。 

 海  

ア 海上 量 

2018年の世界の 別海上荷動き量は、 量 ースで118 32 ン（対前年比2.6％

増）となり、 の を ると、 に （ 及び ）26.1％、 、 及び の３

を合 たシェアが 27.1％となっ る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ ）2018年  

）Clarksons SHIPPING REVIEW DATEBASE   

   ２−１−１ 世界の 別海上荷動き量 

 
ン、％）

年 1,913 812 2,725 837 790 284 3,991 8,627
対前年比 3.8 0.9 8.3 3.8 2.5 2.2 2.5

年 1,807 819 2,625 897 804 297 3,648 8,271
対前年比 0.9 7.2 1.8 4.6

年 1,876 865 2,741 990 926 317 4,097 9,071
対前年比 3.8 5.6 4.4 10.4 15.2 6.7 12.3 9.7

年 1,844 899 2,743 1,050 998 315 4,361 9,467
対前年比 3.9 0.1 6.1 7.8 6.4 4.4

年 1,896 898 2,794 1,107 1,111 345 4,488 9,845
対前年比 2.8 1.9 5.4 11.3 9.5 2.9 4.0

年 1,824 939 2,763 1,188 1,183 363 4,696 10,193
対前年比 4.6 7.3 6.5 5.2 4.6 3.5

年 1,787 930 2,717 1,340 1,216 407 4,849 10,529
対前年比 12.8 2.8 12.1 3.3 3.3

年 1,862 998 2,859 1,364 1,136 429 4,961 10,749
対前年比 4.2 7.3 5.2 1.8 5.4 2.3 2.1

年 1,938 1,036 2,975 1,418 1,140 450 5,085 11,068
対前年比 4.1 3.8 4.1 4.0 0.4 4.9 2.5 3.0

年 2,004 1,055 3,059 1,473 1,200 477 5,320 11,529
対前年比 3.4 1.8 2.8 3.9 5.3 6.0 4.6 4.2

年 2,027 1,067 3,094 1,473 1,239 496 5,530 11,832
対前年比 1.1 1.1 1.1 0.0 3.3 4.0 3.9 2.6

年
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2018 年の定期コンテナ船の動きを ると、世界全体の荷動き量は前年を上 り、東西 航路

では、北米向け及び欧 向けの荷動き量は前年より増 したが、北米 及び欧 の荷動き量は

減少し る。 

た、港湾別のコンテナ取扱量ランキング（ ２−１−４）では、世界の となっ る中

国の港湾が上 の大 を る。 

資料）Clarksons「SHIPPING REVIEW DATABASE」より作成 
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図表２－１－１ 世界の主要品目別海上荷動き量

(単位：百万トン、％）

原油 石油製品 計

2008年 1,913 812 2,725 837 790 284 3,991 8,627
対前年比 ▲ 0.3 3.8 0.9 8.3 3.8 2.5 2.2 2.5

2009年 1,807 819 2,625 897 804 297 3,648 8,271
対前年比 ▲ 5.5 0.9 ▲ 3.7 7.2 1.8 4.6 ▲ 8.6 ▲ 4.1

2010年 1,876 865 2,741 990 926 317 4,097 9,071
対前年比 3.8 5.6 4.4 10.4 15.2 6.7 12.3 9.7

2011年 1,844 899 2,743 1,050 998 315 4,361 9,467
対前年比 ▲ 1.7 3.9 0.1 6.1 7.8 ▲ 0.6 6.4 4.4

2012年 1,896 898 2,794 1,107 1,111 345 4,488 9,845
対前年比 2.8 ▲ 0.1 1.9 5.4 11.3 9.5 2.9 4.0

2013年 1,824 939 2,763 1,188 1,183 363 4,696 10,193
対前年比 ▲ 3.8 4.6 ▲ 1.1 7.3 6.5 5.2 4.6 3.5

2014年 1,787 930 2,717 1,340 1,216 407 4,849 10,529
対前年比 ▲ 2.0 ▲ 1.0 ▲ 1.7 12.8 2.8 12.1 3.3 3.3

2015年 1,862 998 2,859 1,364 1,136 429 4,961 10,749
対前年比 4.2 7.3 5.2 1.8 ▲ 6.6 5.4 2.3 2.1

2016年 1,938 1,036 2,975 1,418 1,140 450 5,085 11,068
対前年比 4.1 3.8 4.1 4.0 0.4 4.9 2.5 3.0

2017年 2,004 1,055 3,059 1,473 1,200 477 5,320 11,529
対前年比 3.4 1.8 2.8 3.9 5.3 6.0 4.6 4.2

2018年 2,027 1,067 3,094 1,473 1,239 477 5,549 11,832
対前年比 1.1 1.1 1.1 0.0 3.3 0.0 4.3 2.6

合計
　　　　品目

　年

石油
鉄鉱石 石炭 穀物 その他
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（注）2018 年の値は 定値である。 

資料）PIERS ー より（ ）日本海事 ン ー作成  
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（注）１．2018 年は速報値である。 

２．「LA」はロサンゼルス、「LB」はロングビーチを指す。 

資料）アルファライナー等より作成 

 

(a) 北米航路 

2018 年の北米航路の荷動き量をみると、大幅減税を背景に、個人消費の伸長や雇用環境の改

善等、景気が堅調に拡大したことから、東航（アジア→北米）は、16,527 千 TEU（対前年比 6.0％増）

と過去最高を更新したが、西航（北米→アジア）は、中国の環境規制の影響による古紙等の輸送の

減少等から、5,845 千 TEU（対前年比 5.2％減）となった。 

2018 年の北米航路の船社別シェアは、東航では、我が国海運企業※が輸送量全体の 14.7％、他

のアジア諸国の海運企業が 50.3％、欧米の海運企業が 31.2％である。 

一方、西航では、我が国海運企業が輸送量全体の 15.2％、他のアジア諸国の海運企業が

50.3％、欧米の海運企業が 32.0％のシェアである。 

同航路における我が国海運企業のシェアはここ数年上昇傾向にあったが、2018 年４月から邦船

３社のコンテナ船統合新会社 ”Ocean Network Express” (ONE) が営業を開始した直後の混乱によ

る一時的な積高・消席率の落ち込み等も影響し、2018 年は減少した。 

順位 2017年 港湾名 国　名
2018年取扱量
（千TEU）

2017年取扱量
（千TEU）

前年比

1 1 上海 中国 42,010 40,233 4.5%
2 2 シンガポール シンガポール 36,599 33,666 8.8%
3 4 寧波舟山 中国 26,350 24,607 7.1%
4 3 深圳 中国 25,736 25,209 2.1%
5 6 釜山 韓国 21,663 20,473 5.9%
6 7 広州 中国 21,623 20,372 6.2%
7 5 香港 中国 19,596 20,770 -5.7%
8 8 青島 中国 19,315 18,300 5.6%
9 9 LA/LB アメリカ 17,550 16,888 4.0%
10 11 天津 中国 16,007 15,069 6.3%
11 10 ドバイ UAE 14,954 15,444 -3.2%
12 12 ロッテルダム オランダ 14,513 13,734 5.7%
13 13 ポートケラン マレーシア 12,316 11,978 2.9%
14 14 アントワープ ベルギー 11,100 10,451 6.3%
15 15 厦門 中国 10,702 10,381 3.1%
16 16 高雄 台湾 10,446 10,271 1.8%
17 17 大連 中国 9,767 9,707 0.7%
18 19 タンジュンペラパス マレーシア 8,961 8,377 7.0%
19 18 ハンブルク ドイツ 8,770 7,784 12.7%
20 20 レムチャバン タイ 8,075 7,545 7.1%

東京 日本 4,571 4,500 1.2%（参考）

   ２−１−４ 世界の港湾のコンテナ取扱量ランキング（2018 年） 

※ONE（日本郵船、商船三井及び川崎汽船の定期コンテナ船事業統合会社）を含む。 
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6 7 広州 中国 21,623 20,372 6.2%
7 5 香港 中国 19,596 20,770 -5.7%
8 8 青島 中国 19,315 18,300 5.6%
9 9 LA/LB アメリカ 17,550 16,888 4.0%
10 11 天津 中国 16,007 15,069 6.3%
11 10 ドバイ UAE 14,954 15,444 -3.2%
12 12 ロッテルダム オランダ 14,513 13,734 5.7%
13 13 ポートケラン マレーシア 12,316 11,978 2.9%
14 14 アントワープ ベルギー 11,100 10,451 6.3%
15 15 厦門 中国 10,702 10,381 3.1%
16 16 高雄 台湾 10,446 10,271 1.8%
17 17 大連 中国 9,767 9,707 0.7%
18 19 タンジュンペラパス マレーシア 8,961 8,377 7.0%
19 18 ハンブルク ドイツ 8,770 8,840 -0.8%
20 20 レムチャバン タイ 8,075 7,785 3.8%

東京 日本 4,571 4,500 1.2%（参考）
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（注）2018 年の値は 定値である。  
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（注）2018 年の値は 定値である。  
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(b) 欧 航路 

2018 年の欧 航路の荷動き量をみると、欧 の雇用環境の改善により個人消費が 定的に

し、西航（アジア→欧 ）は、12,653 千 TEU（対前年比 2.4％増）であったが、米中の によ

る きの の高 りにより ーロ の 成長が したことから、東航（欧 →アジア）

は、6,386 千 TEU（対前年比 2.6％減）となっ る。 

 

 

 

（注）2018 年の値は 定値である。  
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（注）「アジア」とは、中国、 港、 湾、 国、 イ、イン シア、 ーシア、 ナ 、フ ン、シン ール、 ン ジア、 ン ー

を指す。 

資料）（ ）日本海事 ン ーが と た ー より国 海事 作成 

 

海  

世界の コンテナ航路にお は、荷 に対し なサービス ルを し 資を

率 することを 的とし 、 数の企業がコン ーシア （企業 合）を 成し、 の定期航路で

同 船等を っ る。 た、高 する荷 の ー に るた 、世界規 で する「ア

ライアンス」が 成 、グロー ルに高 なサービスが る。アライアンスは 2017年

に３ に 、2018 年時 では運航船 量 を る となっ る。 

2018 年の定期コンテナ船業界では、４月から邦船３社のコンテナ船統合新会社  ”Ocean 

Network Express” (ONE) が営業を開始、 月にはコスコによる OOCL の 会社 OOIL の の

、 月には２M の一 業 にお ZIM が 的 を な の動きがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）201 年 の数値を ースに作成。なお、 数 のた 、 の数値があ な 合がある。 

資料）MDS、IHS-Fairplay より日本郵船に したものに き国 海事 作成 

   ２−１−10 アライアンスの運航船 量及び取扱 量の比率 

 

 

2018 年の 量は、北米航路が、東航（ 航）16,527 千 TEU、西航（ 航）5,845 千 TEU で、 の

が 10,682 千 TEU であった。 た、欧 航路は、西航（ 航）12,653 千 TEU、東航（ 航）6,386 千

TEU で、 の は 6,267 千 TEU であった。 

このよ に、北米航路・欧 航路では、 量が 航２ ３に対し 航１となっ おり、 航の

にイン ランスが するた 、アジアにお する コンテナの輸送が であることか

ら、 とし コンテナの 率的な取扱 が となっ る。 

 

 

資料）（ ）日本海事 ン ーが と た ー より国 海事 作成 

 

(c) アジア 航路 

2018 年のアジア の我が国 の荷動き量は、輸 ともに全体で前年を上 り、合

で 11,057 千 TEU（対前年比 3.7％増）となった。この ち、日中 の荷動き量が全体の４ を

る。 
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(b) 欧 航路 

欧 航路の運 は、2018 年は前年 みの輸送量に対し 、 大 船の 航により船 が拡大

したことから、 き き み である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）1998 年 1 月 1 日 1,000point 

資料）China（Export）Containerized Freight Index より作成 

 

 

 

2018 年の 航 定期輸送の動向を 別にみると、 、 は、日本向け輸送量

は全体で 149 ン（2017 年 159 ン 対前年比 6.4％減）であった。 の ち、中東からは

131 ン（2017 年 138 ン 対前年比 5.1％減）で、中東からの輸送は全体の 88％を

る。 

は、日本向け輸送量は全体で 124 ン（2017年 127 ン 対前年比 2.4％減）で、

の ち ース ラ アから 72 ン、 ラジルから 33 ンであった。 

は、日本向け輸送量は全体で 189 ン（2017 年 193 ン 対前年比 2.1％減）で、

の ち、 ース ラ アから 116 ン、イン シアから 29 ンであった。 

なお、2017 年の ら積み船の の荷動き量は、 の りである。 
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   ２−１−13 欧 航路運  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）国 海事  

 

 

(a) 北米航路 

北米航路の運 は、 調な米国 を背景に輸送量は増 し るものの、船 過 の傾向

が 中、前 は 落気 で した。 た、米中 による から、 け込み が

し、11 月 にかけ 上昇を たものの、 の後 落傾向にある。 

 

 

（注）1998 年 1 月 1 日 1,000point 

資料）China（Export）Containerized Freight Index より作成 
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資料）国 海事  
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資料）China（Export）Containerized Freight Index より作成 
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   ２−１−12 北米航路運  
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の海上荷動き量  

 

 

 

料 の海上荷動き量  

 

 

   ２−１−16 航路の荷動き（2017 年） ・ 料  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）日本郵船の ー より国 海事 作成 

の海上荷動き量  

 

年 年 前年比（％）

中東 → 中国 183 179

中東 → 日本 145 138

中東 → 米国 80 94 17.5

→ 中国 640 669 4.5

→ 日本 77 73

ラジル → 中国 205 220 7.3

ラジル → 日本 36 34

料 → 東アジア 87 92 5.7

北米 → 東アジア 24 29 20.8

一 イン シア → 東アジア 181 190 5.0

イン シア → イン 104 96

→ 東アジア 193 191

北米 → 東アジア 68 80 17.6

米 → 東アジア 66 59

ー
荷動量（ ン）

ルート  

量 

量 

   ２−１−14 世界の ら積み船 の ー  

   ２−１−15 航路の荷動き（2017 年）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）日本郵船の ー より国 海事 作成 

の海上荷動き量  

 

年 年 前年比（％）

中東 → 中国 183 179

中東 → 日本 145 138

中東 → 米国 80 94 17.5

→ 中国 640 669 4.5

→ 日本 77 73

ラジル → 中国 205 220 7.3

ラジル → 日本 36 34

料 → 東アジア 87 92 5.7

北米 → 東アジア 24 29 20.8

一 イン シア → 東アジア 181 190 5.0

イン シア → イン 104 96

→ 東アジア 193 191

北米 → 東アジア 68 80 17.6

米 → 東アジア 66 59
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量 

   ２−１−14 世界の ら積み船 の ー  

   ２−１−15 航路の荷動き（2017 年）  
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一 の海上荷動き量  

 
 

 

の海上荷動き量  

 

   ２−１−17 航路の荷動き（2017 年） 一 ・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）日本郵船の ー より国 海事 作成 

 

2018 年の の を定期用船料でみると、 ー サイ に は、 期に の

事 の影響により が減少したものの、中国の な を背景に ラジル

しの輸送が堅調に したこと、 た、 ナ スに は、一時 する もあったが、イ

ン な の による の増 や、 米 し 等の荷動きが堅調であったこと等から、

サイ ともに前年より改善が ら た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） ら積船の船 は のとおりと る。 

ー サイ 10 15 量 ン。ス 運 を 航でき りとなる。 

ナ ス 量 ン。 ナ 運 を 航できる最大船  

ン ス ３ 5,000 5,000 量 ン 

ン サイ :１ 5,000 ３ 5,000 量 ン 

資料）Baltic Exchange 値、Marine net より国 海事 作成 
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   ２−１−18 中国向け 及び の海上荷動き 

   ２−１−19 定期用船料  
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2018 年の ン ー を定期用船料で ると、上期は前年の した が したが、 期

は 船の の や、イラン の ースとし 西アフ や北米からの 輸送量

が増 したこと等から、前年と比 し に改善が ら 、 落幅が し る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料)Marine net より国 海事 作成 

 国 海  

ア 国海上 量  

2018 年の我が国の海上 量は、9 1,984 ン（対前年比 1.4％減）であった。輸

は、 料を輸 し を輸 すると 我が国の を し、輸 が 、 を中

に、1 6,163 ン（対前年比 2.1％減）、輸 が 、 、 を中 に、7 5,820 ン

（対前年比 1.3％減）と、 量 ースで ると輸 に った 成となっ る（ ２−１−21）。 
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   ２−１−20 ン ー定期用船料  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 数 のた 、 の数 が合 な 合がある。 

資料） 「 統 」より国 海事 作成 

 

我が国の海上 量を 別に ると、輸 に は、アジア の輸 量は、2018 年は

1 1,458 ン（対前年比 3.7％減）、我が国の輸 量全体に対するシェアは 70.9％となっ おり、

北米向けの輸 量は、2018年は、1,224 ン（対前年比 1.7％増）、我が国の輸 量全体に る

シェアは 7.6％となっ る。 

一方、輸 に は、2018 年のアジア からの輸 量は 1 4,813 ン（対前年比 5.6％

減）、北米からの輸 量は 8,763 ン（対前年比 10.9％増）となり、我が国の輸 量全体に対する

シェアは、アジア からの輸 量が 19.5％、北米からの輸 量が 11.6％となっ る（ ２−１

−22）。 

 

 

 

数量 数量
933,017            1,090,060          919,843            1,174,616          
165,159            548,600            161,637            574,323            
37,718              32,611              36,113              34,167              

ン 11,923              402                  10,653              361                  
13,340              190,887            13,621              197,062            2.1

用 動 6,006                104,629            6,201                109,329            3.2
気 1,503                51,798              1,494                53,778              
料 556                  129                  476                  120                  
の他 94,113              168,144            93,079              179,506            

767,858            541,460            758,206            600,293            
489,812            410,218            488,294            437,405            
126,526            10,820              123,852            10,296              
192,839            25,703              189,320            28,121              

261                  55                    219                  47                    
7,382                335                  7,301                308                  
4,732                9,352                5,248                10,407              10.9

ル 3,596                212                  3,661                240                  1.8
ーキサイ 37                    12                    43                    21                    13.9

6,629                3,845                6,425                4,072                
ル 1,813                1,523                1,713                1,702                

チ 12,170              2,363                12,449              2,520                2.3
5,706                1,715                5,652                1,811                

米 679                  403                  672                  543                  
大 ・ 1,205                303                  1,264                385                  4.9

ロコシ 15,306              3,457                15,802              3,721                3.2
大 3,218                1,735                3,236                1,701                0.6
の他 107,713            348,385            111,361            371,470            3.4
体 278,046            131,243            269,912            162,888            

158,020            71,547              148,957            89,036              
83,632              39,173              82,852              47,389              
10,774              6,048                10,734              6,908                
2,290                1,049                2,536                1,423                10.8

の他 23,331              13,426              24,834              18,131              6.4

輸

輸

年 年 対前年比（％）
（数量 ース）

年

輸 合

（ 千 ン、 ）

   ２−１−21 我が国の 別海上 量及び  
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資料） 「 統 」より国 海事 作成 

 

に、我が国の海上 量に 、 の 別・ 別のシェアを ると、 、 気

や が なコンテナ に は、輸 ともにアジア との が大 を

おり、 海上 量全体に るシェアは、 上（輸 72％、輸 63％）を

る（ ２−１−23）。 

た、 、 や が である 定期船 は、輸 が 的に 、中東及び大

からの輸 が 上（58％）を 、輸 に は、コンテナ と同 、アジア の輸

が最も （71％） る（ ２−１−24） 
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   ２−１−22 我が国の 別海上 量の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料） 「 統 」より国 海事 作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料） 「 統 」より国 海事 作成 

イ 国 量 取比  

2018 年の我が国商船 ※１※２による輸送量は、輸 ・三国 輸送※３の合 で 10 32

ン（対前年比 3.5％増）となった（ ２−１−25）。 

輸 に は、2018 年は 79 ンと前年に比 14.5％増 し、積取比率（我が国 の全

海上輸送量に る我が国商船 による輸送量の 合）は、48.7％と前年に比 7.1 イン 増

した（ ２−１−27）。 

輸 に は、2018 年は 536 ンと前年に比 5.0％増 し、積取比率は、70.7％と前年

に比 4.2％ イン 増 した（ ２−１−27）。 

三国 輸送に は、2018 年は 417 ンと前年に比 であった。 

※１ 我が国商船 我が国 航海運企業が運航する 2,000 ン 上の 航商船 を 。 らが する日本 船のみなら 、

国企業（ らが した 国 人を含む。）から用船（チ ー ー）した 国 船も合 た  

※２ ONE（日本郵船、商船三井及び川崎汽船の定期コンテナ船事業統合会社）を含む。 

※３ 三国 輸送 積 ・ とも日本 の国である輸送 
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117,013 千トン 

   ２−１−23 我が国の海上 量の 別シェア（コンテナ ）（2018 年） 

   ２−１−24 我が国の海上 量の 別シェア（ 定期船 ）（2018 年） 

図表 図表

図表

図表２－１－２３ 我が国の海上貿易量の地域別シェア（コンテナ貨物）（2018年）
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図表２－１－２４ 我が国の海上貿易量の地域別シェア（不定期船貨物）（2018
年）
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（注）１． の上 の数値は輸送量で、 の数値は運 である。 

   ２．コンテナ船は定期船の 数である。 

   ３．2018 年の数値は 定値である。 

資料）国 海事  

 

 

 

 

 

日本 船 国用船 日本 船 国用船 日本 船 国用船
233 11,750 11,983 358 13,356 13,714 53.5 13.7 14.4
25 1,592 1,617 74 1,640 1,713 200.6 3.0 6.0
57 9,791 9,849 60 10,898 10,958 4.7 11.3 11.3

22 1,484 1,506 13 1,515 1,528 ▲ 41.3 2.1 1.5
1,340 48,351 49,691 1,619 56,144 57,763 20.8 16.1 16.2
396 3,925 4,321 536 4,311 4,675 35.5 9.8 8.2

63 7,019 7,082 114 7,125 7,240 81.5 1.5 2.2
5 195 200 5 226 231 ▲ 4.4 16.0 15.5

1,636 67,120 68,756 2,091 76,625 78,717 27.8 14.2 14.5
426 5,712 6,137 614 6,176 6,619 44.3 8.1 7.8

2,331 25,440 27,771 448 18,425 18,873 ▲ 80.8 ▲ 27.6 ▲ 32.0
52 1,285 1,337 51 1,246 1,297 ▲ 2.6 ▲ 3.0 ▲ 3.0

1,983 24,807 26,790 245 16,956 17,200 ▲ 87.6 ▲ 31.6 ▲ 35.8
49 1,246 1,295 21 1,201 1,222 ▲ 57.5 ▲ 3.6 ▲ 5.7

73,622 239,924 313,546 75,768 255,663 331,432 2.9 6.6 5.7
839 3,651 4,490 985 5,251 6,236 17.4 43.8 38.9

65,547 103,904 169,451 73,271 112,595 185,866 11.8 8.4 9.7
949 1,554 2,503 1,099 1,793 2,891 15.9 15.4 15.5

141,500 369,268 510,768 149,487 386,684 536,171 5.6 4.7 5.0
1,840 6,490 8,330 2,135 8,289 10,423 16.0 27.7 25.1
3,962 115,937 119,899 2,850 88,844 91,694 ▲ 28.1 ▲ 23.4 ▲ 23.5
304 9,183 9,487 350 8,469 8,819 15.0 ▲ 7.8 ▲ 7.0

3,962 115,547 119,509 2,850 88,313 91,163 ▲ 28.1 ▲ 23.6 ▲ 23.7
304 9,151 9,455 350 8,435 8,785 15.0 ▲ 7.8 ▲ 7.1

32,465 231,495 263,961 40,137 252,103 292,240 23.6 8.9 10.7
616 4,357 4,973 694 4,808 5,502 12.7 10.4 10.6

1,988 31,697 33,685 1,287 32,227 33,514 ▲ 35.3 1.7 ▲ 0.5
28 963 991 17 942 959 ▲ 39.6 ▲ 2.1 ▲ 3.2

38,415    379,129  417,544    44,274    373,175  417,449  15.3 ▲ 1.6 ▲ 0.0
948        14,503    15,451      1,061     14,219    15,280    11.9 ▲ 2.0 ▲ 1.1

6,526 153,127 159,653 3,657 120,625 124,282 ▲ 44.0 ▲ 21.2 ▲ 22.2
381        12,060    12,441      475        11,354    11,829    24.6 ▲ 5.9 ▲ 4.9

6,003 150,145 156,147 3,154 116,167 119,321 ▲ 47.5 ▲ 22.6 ▲ 23.6
376        11,880    12,256      384        11,150    11,534    2.1 ▲ 6.1 ▲ 5.9

107,427 519,770 627,198 117,524 563,910 681,435 9.4 8.5 8.6
1,851     11,933    13,784      2,215     14,369    16,412    19.7 20.4 19.1
67,598 142,619 210,217 74,672 151,948 226,620 10.5 6.5 7.8

982        2,711     3,693        1,120     2,961     4,081     14.1 9.2 10.5
181,551 815,517 997,068 195,853 836,483 1,032,337 7.9 2.6 3.5

3,214     26,705    29,918      3,810     28,683    32,322    18.5 7.4 8.0

合

定期船

ちコンテナ船）

定期船

送船

三
国

定期船

ちコンテナ船）

定期船

送船

輸

定期船

ちコンテナ船）

定期船

送船

輸

定期船

ちコンテナ船）

定期船

送船

（ 千 ン、 、％）

年 2017年 2018年 対前年比

   ２−１−25 我が国商船 の輸送量及び運  

 

（注）１．世界の海上荷動量は Clarksons「SHIPPING REVIEW DATABASE」より（2018 年の値は 値）。 

        ２．2018 年の我が国商船 の輸送量の値は 定値である。 

資料）国 海事  
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   ２−１−26 世界の海上荷動きに る我が国商船 の輸送量の 合の  
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   ２−１−27 日本 船・ 国用船別輸送量及び積取比率の  

図表 図表

図表

図表２－１－２５ 我が国商船隊の輸送量及び運賃収入

日本籍船 外国用船 計 日本籍船 外国用船 計 日本籍船 外国用船 計
233 11,603 11,836 358 13,356 13,714 53.5 15.1 15.9
25 1,587 1,612 74 1,640 1,713 196.0 3.3 6.3
57 9,645 9,702 60 10,898 10,958 4.7 13.0 12.9
22 1,478 1,500 13 1,515 1,528 ▲ 41.3 2.5 1.9

1,340 48,497 49,837 1,619 56,144 57,763 20.8 15.8 15.9
396 3,930 4,326 536 4,311 4,675 35.5 9.7 8.1
63 7,019 7,082 114 7,125 7,240 81.5 1.5 2.2
5 195 200 5 226 231 ▲ 4.4 16.0 15.5

1,636 67,120 68,756 2,091 76,625 78,717 27.8 14.2 14.5
426 5,712 6,137 614 6,176 6,619 44.3 8.1 7.8
776 22,561 23,337 448 18,425 18,873 ▲ 42.3 ▲ 18.3 ▲ 19.1
33 1,232 1,265 51 1,246 1,297 54.5 1.1 2.5

429 21,861 22,290 245 16,956 17,200 ▲ 42.9 ▲ 22.4 ▲ 22.8
31 1,192 1,223 21 1,201 1,222 ▲ 32.3 0.8 ▲ 0.1

75,178 242,672 317,850 75,768 255,663 331,432 0.8 5.4 4.3
858 3,704 4,562 985 5,251 6,236 14.8 41.8 36.7

65,547 104,035 169,582 73,271 112,595 185,866 11.8 8.2 9.6
949 1,555 2,504 1,099 1,793 2,891 15.9 15.3 15.5

141,500 369,268 510,768 149,487 386,684 536,171 5.6 4.7 5.0
1,840 6,490 8,330 2,135 8,289 10,423 16.0 27.7 25.1
3,372 111,046 114,418 2,850 88,844 91,694 ▲ 15.5 ▲ 20.0 ▲ 19.9

293 9,124 9,417 350 8,469 8,819 19.5 ▲ 7.2 ▲ 6.4
3,372 110,656 114,028 2,850 88,313 91,163 ▲ 15.5 ▲ 20.2 ▲ 20.1

293 9,092 9,385 350 8,435 8,785 19.5 ▲ 7.2 ▲ 6.4
33,055 236,041 269,096 40,137 252,103 292,240 21.4 6.8 8.6

627 4,412 5,039 694 4,808 5,502 10.7 9.0 9.2
1,988 32,041 34,029 1,287 32,227 33,514 ▲ 35.3 0.6 ▲ 1.5

28 966 994 17 942 959 ▲ 39.6 ▲ 2.5 ▲ 3.5
38,415 379,129 417,544 44,274 373,175 417,449 15.3 ▲ 1.6 ▲ 0.0

948 14,503 15,451 1,061 14,219 15,280 11.9 ▲ 2.0 ▲ 1.1
4,381 145,210 149,591 3,657 120,625 124,282 ▲ 16.5 ▲ 16.9 ▲ 16.9

351 11,943 12,294 475 11,354 11,829 35.3 ▲ 4.9 ▲ 3.8
3,858 142,162 146,020 3,154 116,167 119,321 ▲ 18.3 ▲ 18.3 ▲ 18.3

346 11,762 12,108 384 11,150 11,534 10.9 ▲ 5.2 ▲ 4.7
109,573 527,210 636,783 117,524 563,910 681,435 7.3 7.0 7.0

1,881 12,046 13,927 2,215 14,369 16,412 17.8 19.3 17.8
67,598 143,095 210,693 74,672 151,948 226,620 10.5 6.2 7.6

982 2,716 3,698 1,120 2,961 4,081 14.1 9.0 10.4
181,551 815,517 997,068 195,853 836,483 1,032,337 7.9 2.6 3.5

3,214 26,705 29,918 3,810 28,683 32,322 18.5 7.4 8.0

（単位：千トン、億円、％）
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（注）2018 年の値は 定値、他は も 定値である。 

資料）国 海事  

 

国 量 

2018 年の我が国商船 の船 量は、2,496 （対前年比 38 増）、 量 ン ースで１ 8,025

ン（対前年比 4.0％増）となった。 

我が国商船 の ち日本 船は 261 （対前年比 24 増）、 量 ン ースで 3,370 ン（対

前年比 6.3％増）であり、我が国商船 に る 合は、 数 ースで 10.5％、 量 ン ースで

18.7％となっ る。 

た、 国用船に は 2,235 （対前年比 14 増）、 量 ン ースで 1 4,655 ン（対

前年比 3.5％増）となっ る（ ２−１−28）。 

我が国商船 の船 国別の は、 ナ が 1,433 （我が国商船 全体に るシェア

57.4％）、 ン数 ースで 6,459 ン（同 51.9％）となっ おり、 る 船が大

を る（ ２−１−29）。 

船 別では、 ン ースで に と、 ら積船 909 （我が国商船 全体に る

シェア 36.4％）、5,076 ン（同 40.8％）、 動 用船 352 （同 14.1％）、1,851 ン（同

14.9％）、フルコンテナ船 252 （同 10.1％）、1,720 ン（同 13.8％）、 送船 142 （同 5.7％）、

1,440 ン（同 11.6％）となっ る（ ２−１−30）。 
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（注）2018 年 月 日  

資料）国 海事  

 

資料）国 海事  
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       資料）国 海事  

 国 海  

ア 2018年 海 大  

  

2018 年の 航海運は、 き 料 の上昇と った イナス はあったが、 調な米

国 や中国の 成長等による世界 の拡大を背景に、全体的には堅調な荷動きや、前年

を上 る海運 な 、取り 事業環境に改善が ら た。 

このよ な背景の中、同年 の海運大 ３社の業 （ 体 ース。 同 。）は、営業 は 2

496 、他方、営業費用は 2 946 となった。 

この 、2018 年 の営業 は、450 の 、 は 417 の となった（

２−１−31）。 

なお、３社のコンテナ船 を ONE 社に したことにより、営業 及び営業費用は大幅に減

少し る。 

 

※海運大 ３社 日本郵船 、 商船三井及び川崎汽船 の３社で、我が国の 航船 運航事業 における全 航海運業 の大

を る 海運企業である。 

   ２−１−30 我が国商船 の船 別一  

 

 

 

（注） 数 のた 、 の数 があ な 合がある。 

資料）海運大 ３社の 資料より作成 

 

門  

（a） 定期船・ 動 用船  

定期船 に は、 や 、 等の の堅調な荷動きの中、米中

や資 国における大規 な事 等の影響もあり、 は し るものの、 年 よ

りも高 で した。 た、 動 用船 は、一 での 減少や国 における

による一時的な 荷減少等はあったものの、欧米向けの輸送 は堅調に し、営業

は１ 2,828 （対前年 比 6.6％増）となった。 

 

（b） 送船  

の荷動き量が したこと等から は前年 の を上 り、営業 は 813

（対前年 比 1.0％増）となった。 

 

 

（注）１． 数 のた 、 の数 があ な 合がある。 

2．定期船 の大幅減は３社の定期船 を ONE 社に統合したことによるもの。 

資料）海運大 ３社の 資料より作成 

 

 

対前年
増減率

成比
対前年 増

減率
成比

定期船 13,202 16.1 40.9 484 2.4

定期・ 用船 12,029 15.1 37.3 12,828 6.6 62.7

送船 804 10.3 2.5 813 1.0 4.0

26,037 15.4 80.7 14,125 69.1

5,287 16.3 16.4 4,880 23.9

935 13.7 2.9 1,447 54.7 7.0

32,259 15.5 100.0 20,451 100.0

年年

料

の他

合

別
運

   ２−１−31 海運大 ３社の の  

対前年
増減

率

対前年
増減

率

対前年
増減率

(%)

対前年
増減率

(%)

対前年
増減率

2017 32,310 15.4 32,570 10.8 - 884 - 231 -

2018 20,496 20,946 - 417 - 595 -

税 後
期

営 業

年

営 業 営 業
費 用

   ２−１−32 海運大 ３社の 別営業  

 

 

 

（注） 数 のた 、 の数 があ な 合がある。 

資料）海運大 ３社の 資料より作成 
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の荷動き量が したこと等から は前年 の を上 り、営業 は 813
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資料）海運大 ３社の 資料より作成 
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税 後
期
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年

営 業 営 業
費 用

   ２−１−32 海運大 ３社の 別営業  

 

図表 図表

図表

図表２－１－３１ 海運大手３社の損益の推移

(単位：億円)

対前年度
増減率(%)

対前年度
増減率(%)

対前年度
増減率(%)

対前年度
増減率(%)

対前年度
増減率(%)

2017 32,310 15.4 32,570 10.8 ▲ 260 - 884 - 231 -

2018 20,496 ▲ 36.6 20,946 ▲ 35.7 ▲ 450 - 292 - ▲ 586 -

年度

営　業
収　益

営　業
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海 取  

 マラッカ シンガポール海  

ラ ・シン ール海 （ 「 ・シ海 」と 。）は、世界 数の船 が する海

であり、同 海上 の であるス 運 の 、 ナ 運 の にあたる

127,000 の船 が 航し る。一方、 な 、 や の か 船等が し るこ

とから、 国(イン シア、 ーシア、シン ール）や な海運国のみなら 、輸 の

上が 航する我が国にとっ も同海 における航 全の は である。 

 

このた 、 ・シ海 の航 全の に 国・ 用国の は であり、我が国は、

ち 、 用国とし 一、 や な の航 の ・ な の を

っ きた。 

このよ な中、2001 年 月の米国同時 テロ 、同海 の航 全・ キ テ ・環境 全

の が る中で、国 海事 (IMO)を中 に が本 し、2007 年 月のシン

ール会 にお 「 」が た。「 」は、国 海

43 の に き、世界で 国 海 における 国と 用国の のあり方を し

たもので、 フ ーラ ※１、 ロジェ 調 会※２、航 会※３の３ 会

で 成 る。 

我が国は、「 」に 航 に対し 、 、

人日本 から 730 ル、 人 ラ 海 会を 一 社 人日本船

会及び荷 等の 体から 320 ルを する一方、 とし も航 の ・

のた の事前調 等 の 的な を 、航 の ・ に対する

を っ き るとこ である。 

我が国と中東･欧州等を結ぶ海上輸送路

海

 

海 取  

 マラッカ シンガポール海  
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ち 、 用国とし 一、 や な の航 の ・ な の を

っ きた。 
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の が る中で、国 海事 (IMO)を中 に が本 し、2007 年 月のシン

ール会 にお 「 」が た。「 」は、国 海

43 の に き、世界で 国 海 における 国と 用国の のあり方を し

たもので、 フ ーラ ※１、 ロジェ 調 会※２、航 会※３の３ 会

で 成 る。 

我が国は、「 」に 航 に対し 、 、

人日本 から 730 ル、 人 ラ 海 会を 一 社 人日本船

会及び荷 等の 体から 320 ルを する一方、 とし も航 の ・

のた の事前調 等 の 的な を 、航 の ・ に対する

を っ き るとこ である。 

我が国と中東･欧州等を結ぶ海上輸送路

海

 

 

 2018 年 の海運大 ３社の営業 及び営業費用に る ル の比率は、前年 より

に減少し、 ル 比率の 幅は 13.2％となった。（ ２−１−33）。 

 た、同年 における 動の影響 は、海運大 ３社の ー が 110.66 と

前年 より 0.49 の 高となったことから、３社全体では、10 の による となった

（ ２−１−34）。 

 

 

資料）海運大 ３社の 資料より作成 

 

 

（注）１．３社の ー は、2017 年 １ ル 111.15  2018 年 １ ル 110.66  

２． 動による影響 は、 の ち ル ・費用に した である。 

資料）海運大 ３社の 資料より作成 

イ 2019年 海 大  

米中 や 国の EU な 世界 の は増し るものの、 定期船

や 送船 にお 海上荷動き量の増 が 込 るとともに、新たな環境規制 に

船の増 により船 ランスの改善 も期 ることから、ONE 社の積高・消席率

の 等による も 込み、2018 年 に比し 増 を 込 で る。 

 

 

 

 

（ ％）

年 年 年

営業 86.2 86.8 85.4

営業費用 72.8 75.1 72.2

幅 13.4 11.7 13.2

動
による影響

１ ル たり
１ 動に
よる影響

動
による影響

１ ル たり
１ 動に
よる影響

営業 32,310 619 252 20,496 158

営業費用 32,570 540 220 20,946 136

営業 79 32 21

（ ）

年 年

   ２−１−33 営業 、営業費用に る ル の 合の  

 

   ２−１−34 対 ル 動の営業 に る影響 
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マラッカ・シンガポールマラッカ・シンガポール海峡協力メカニズム

協力メカニズムの概要

（１）協力フォーラム（年1回開催）
沿岸国、利用国等の協力促進のための対話・意見交換

（２）プロジェクト調整委員会（年1回開催）
沿岸国提案のプロジェクトに関する進捗状況の報告・今後の調整
＊日本は「既存の航行援助施設の維持更新」プロジェクトを支援

（３）航行援助施設基金委員会（年2回開催）
「既存の航行援助施設の維持更新」を行うための基金に関する事業計画
・予算決定

航行援助施設基金への支援

○マラッカ海峡協議会
・日本船主協会
・石油連盟
・日本損害保険協会
・電気事業連合会
・日本ガス協会 等

○日本財団
●韓国
●UAE
●サウジアラビア
●中国
●インド
●国際航行援助施設基金【IFAN】（旧：MENAS）
●ＩＭＯ（ シ 、 ル ェー、 イ 、EC 、中国）

2007年に国 海 に規定 た国 海 における 国と 用国の の
みを世界で 体 した「 」を日本の ー ーシ により 。

2018 年 月に ーシアで開 た 20 航 会にお 、我が国より、

上 の事前調 及び「航 に る人 成 ナー」（キ シテ ービル

ングア ンス事業）（2017 年 ）に 報 を った。 国からはこ らの を高

するとともに が ら るな 、我が国における ・シ海 に する は、 ・シ海 の 全

に一定の をし るとこ である。 

た、 の海 が から 20 年 過し おり、 な による海 の

で 等の が ることから、同海 の 同 路 量を日本の を

することが2014年9月に ーシアで開 た ３国 会 にお 定 た。

た、2016 年 月に日 ASEAN 統合 （JAIF）事業とし 量調 事業が たた 、

後 2018 年から 2020 年にかけ 量調 を し、新たな 海 を作成することとし る。 

※１ 国と 用国 の の の  

※２ 国 ロジェ を する 用国等と 国の 調 の  

※３ 航 ・更新のた の に 運営調 する  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料）国 海事  

 

 海 国  

ア 海  

我が国は、海運 にお で な 環境を す きと 「海運 の 」に

き、 な 環境の のた 国 ・ 国 の を っ る。 

 

 

   ２−１−35 ラ ・シン ール海  

 

 

（WTO） 

1995年、WTOの に サービス に する の 数国 定である WTOサービス

定（GATS）が した。しかし、海運サービスに は海運 国 にお に対す

る の 成が なかったことな から、GATS の に か ることとなり、 国 ルール

が しな にある。 

の後、GATS から時 が ち、時 に した国 ルールの が高 る中、2012 年

、WTO に する 国・ により、海運を含むサービス に する新たな 定（TiSA

Trade in Services Agreement）※の が きた。我が国も海運サービス 国の１ とし

の を し きたが、2016 年 は米国の消 的 により全体の が し る。

我が国は、 航海運の からは TiSA の 期 開が と おり、 国に きかけ

を っ る。 

※ TiSA の 国・ （ 23 か国・ ） 

日本、 、 ナ 、チ 、 湾、コロンビア、コス 、EU、 港、アイスラン 、イスラ ル、 テンシ イン、 

ージーラン 、 ル ェー、 ー シ ス、 キシコ、 キス ン、 ナ 、 ルー、 国、スイス、 ルコ及び米国 

連 （EPA）/ （FTA） 

我が国は WTO による 的な 体制を する取 みとし 、EPA/FTA を し

おり、 で な を、アジア をは 、世界に た 、積 的に

を る。 

こ でに、15 の国・ （シン ール、 キシコ、 ーシア、チ 、 イ、イン シア、 ル

イ、ASEAN、フ ン、スイス、 ナ 、イン 、 ルー、 及び ン ル）との で 定が

し る か、2018 年 12 月には環 ー ナーシ に する 的及び 的な 定

（TPP11）が し、2019 年 2 月には日・EU との 定が したとこ である。 

、我が国は、日・ ナ EPA、日・コロンビア EPA、日中 FTA、東アジア 的

（RCEP）、日・ ルコ EPA 等の を っ おり、海運 にお は、 資規制や 国 船

の 等規制の ・ を 指し る。 

イ アジア （APEC） 

APEC は、 な を するアジア にお ・社会の の拡大

と を 指す の みであり、 は 21 の国と が し、 を含む 数の ー

キンググルー （作業 会）が けら る。海事 は日本を 長とした「港湾・海事 会

合」にお 、海運 における「 ール 」※の に向けた取 みとともに、海上 の

率 、環境 ・ 、船 成を含 た海上 全な 海事 全 を取り扱っ る。 

2018 年 10 月に、 46 ーキンググルー 港湾・海事 会合が ルー・ に 開

た。 46 会合では、 APEC海運 、 の海上輸送における事 のた

のキ シテ ビル ングの ナー・ ー シ 、 船 の に する国 ナー

等に 報 が ら た。 た、2019 年 4 月に 47 ーキンググルー 港湾・海事
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会合が ナ ・ ン ー ーに 開 、我が国から、2018 年 11 月に東 で開 した

の ナーに 報 を った。 

※ ール 「 国は とも 2010 年 でに、 上国は とも 2020 年 でに で開か た 及び 資と を

成する」と もので、1994 年 11 月にイン シアの ール での APEC 会合で た。 

海 18 国 （CSG ） 

CSG（Consultative Shipping Group）会 ※は、海運 の を 的とした 開

（OECD） 海運 を し る国 の 対 のた のグルー とし 、1962 年に

た海運 国 の会 体である。 

時より、 に米国の海運 における規制 に に対 するかを するとともに、

に 、 定国の国 海運に する規制 に する し や対 を 、 で

な の に向けた取 みを っ き る。 た、２年に一 、米国運輸 海事 と CSG

国との での 対 （US-CSG 会 ）を開 し る。 

2018 年 10 月には、 ナ ・ ン ールで海運 国 会 が開 、海運会社が

な の で に 動できる環境を するた 、我が国は、一 の国 で 的

な海事 が っ ることに き を し、同会 ン ーで し 後 らなる きか

けを ことを した。 

※ CSG ン ー国 の 18 国の海運 及び EU 

ン ー （ 長、事 ）、日本、 ル ー、 ナ 、フ ンラン 、フランス、 イ 、 シ 、イ ア、 国、 ラン 、 

ル ェー、 ーラン 、 ル ル、シン ール、ス イン、ス ェー ン、 国及び EU 

 

 クルー  

クルー  

 国 取 国 クルー  

ア. 国 取 国 クルー  

2018 年の世界の ルー 人 （ 値）は、1990 年の 6.2 （ 2,852 人）に増 したが、

2018 年の日本人の ルー 人 ※にお は、32.1 人（対前年 比 1.8％増）と増 したもの

の、世界全体の 1.1％を るに過 な 。 に、 ルー 国である米国（ 1,309 人）と

比 すると 少な 数値にと っ る。 

※ ルー 人 航 ルー と国 ルー を 用した日本人 数（船 １ 上を対 ）。国 ルー には、 航フェ ーに

よるチ ー ー ルー の 数を含む。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

イ 日本 クルー  

2018 年の日本人の ルー 人 は 32.1 人となり、２年 で 30 人を 、過去最 を更

新した。この ち、 航 ルー の 数に は 21.5 人（同 9.1％増）、国 ルー の

数に は、 クルー 国 クルー

10.6 人（同 10.2％減）と前年より減少した。 

なお、 航 ルー における 日 ルー の日本 ルー 用 数に は、2018 年

に 8.0 人に した。 

 

資料)国 海事  

   ２−１−36 世界の ルー 人 の  

 

   ２−１−37 航・国 ルー を 用する日本人 数の  
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資料)国 海事  

 

クルー 取  

、 にお は、2016 年３月 30 日に「 日の日本を る ビジ ン 会 」（ 長

大 ）にお 定 た「 日の日本を る ビジ ン」に き、「 国」の

に向けた取 みを る。本ビジ ンでは、2020 年に 日 国人 数を 4,000 人、

日 ルー 数を 500 人にする が ら る。  

海事 にお は、海事 で 国の に す 、 日 国人 数

4,000 人の 成に向けた取 みの一環とし 、2018 年 9 月に「海事 本 」を

し、日本 フライ ルー を するた の取り みを し こととした。    

た、日本 ルー の を るた 、2018 年 からは（一社）日本 航 船 会が

する「 ルー ・ ・ ・イ ー」のグラン に国 大 を することとした他、2014

年 11 月の「日 ASEAN 大 会合」で た「日 ASEAN ルー 」に き、日本

ルー 商 を ロ ーシ ンするた 、2018 年 10 月にイン シアにお 、 会社

等を対 とした ナーを開 したとこ である。         

   

 

 

日本 の 航 定期航路及び 定期航路とし 、2019 年４月 、 国、中国及びロシア

との に 14 社・8 航路が開 る。こ らの定期航路等の 2018 年の 数は、146.3 人

（前年比 1.7％増）で、この ち、日本人が 14.2 人（同 14.3％増）、 国人が 132.1 人（同 0.5％

   ２−１−38 日本 の 航 ルー 数 

 

 

増）であり、 合でみると日本人が 9.7％、 国人が 90.3％となっ る。  

に 航 定期航路等の 数の 99％を る、 国航路に 、 き き堅調に

し る。 

資料)国 海事  

 

 

資料)国 海事  

   ２−１−39 航 定期航路等の  

 

航路 運航 国 船 船 船 運 航

フェ ー 日本 は 日本 フェ ー

フェ ー 国 国 フェ ー

アライン 日本 ーか りあ 日本 フェ ー 日１

ビー ル 日本 ジェ フ イル

ビー ル２世 日本 ジェ フ イル

ビー ル３世 日本 ジェ フ イル

高速 国 コビー 国 ジェ フ イル 運 中 で）

大 ンス ーライン 国 PANSTAR DREAM 国 フェ ー ３

ーシ ンフラ ー 国 高速船

ーシ ンフラ ー２ 国 高速船

ビー ル 日本 ジェ フ イル

ビー ル２世 日本 ジェ フ イル

ビー ル３世 日本 ジェ フ イル

日高速海運 国 ーロラ 高速船
成３ 年２月２日
日１ 比 ）

高速 国 コビー 国 ジェ フ イル 日１ 比 ）

（ ）ス ーライン 国 ーナ 国 高速船
成３ 年３月２３日
日１ 比 ）

大 ・ 上海 中日国 中国 新 中国 フェ ー １

大 上海 上海フェ ー 日本 中国 フェ ー １

境港 東海 ルー フェ ー 国 イース ン ー ナ フェ ー １

コルサコフ
サ ン海 汽船

（ ）
ロシア PENGUIN32 船 月

航路 運航 国 船 船 船 運 航

対 （ ） （ ）対伸 日本 ナ フェ ー
成３ 年２月２４日
定期（ ）

高速船 日本 日２ ３

対 定期航路

高速船 日本 日２ （比 ）

（ 成 年４月 ）

日１

人の運送をする 航 定期航路

対 （ ・比 ）

大 高速海運 国
４ （ ）

（比 ）

   ２−１−40 航 定期航路の  
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 国  

国  

  

ア.  

船事業は、2019 年４月１日 、972 業 （対前年比 7 事業 増）によっ 1,806 航路（対前

年比 8 航路増）が 営 、こ に 航し る船 は 2,238 （対前年比 17 増）となっ る。 

業 別に ると、一 定期航路事業に は、事業 数、 数が増 し おり、フェ ー

航路事業に は、航路数、 数が増 し る。 定期航路事業に は、事業 数、

航路数、 数ともに増 し る。 

（ （ ）） 

（ ） 

 

   ２−１−41 航 定期航路等の 数の  

   ２−１−42  

資料)国 海事  

年 事業 数 航路数 数
2015 404 547 1,123
2016 395 541 1,108
2017 397 547 1,129
2018 390 548 1,092
2019 391 546 1,100
2015 6 7 8
2016 6 8 8
2017 6 8 8
2018 6 8 8
2019 6 8 7
2015 543 1,166 1,095
2016 554 1,183 1,107
2017 560 1,226 1,109
2018 569 1,242 1,121
2019 575 1,252 1,131
2015 953 1,720 2,226
2016 952 1,732 2,223
2017 963 1,781 2,246
2018 965 1,798 2,221
2019 972 1,806 2,238
2015 145 166 294
2016 143 165 283
2017 141 161 290
2018 141 161 282
2019 141 163 285

ちフェ ー航路事業

一 定期航路事業

定 定期航路事業

定期航路事業

 

イ.  

2017 年 の輸送 は、輸送人 で 8,820 人（対前年 比 0.8％増）、輸送人キロで 31

9,072 人キロ（対前年 比 2.6％減）となった。 

た、 動 航送 では、 数で ラ が 3,843 千 （対前年 比 1.5％増）、 用 ・ の他

が 7,316千 （対前年 比 1.8％増）となり、 キロでは ラ が 960 キロ（対前年 比 2.2％

増）、 用 ・ の他で 651 キロ（対前年 比 5.2％増）となった。 

   ２−１−43  

   ２−１−44  

年 年

2013 79.8 0.3 3,131 5.5

2014 77.9 2,842

2015 78.5 0.8 3,005 5.7

2016 78.2 3,152 4.9

2017 78.5 0.4 3,053

2013 0.20 9.8 1.85 13.7

2014 0.18 1.70

2015 0.20 11.5 2.00 17.7

2016 0.26 30.0 2.05 2.5

2017 0.27 3.8 2.08 1.5

2013 8.1 8.2 132 7.9

2014 8.2 1.7 142 7.6

2015 9.3 12.8 131

2016 9.0 121

2017 9.4 4.8 136 12.1

2013 88.0 1.0 3,265 5.6

2014 86.3 2,986

2015 87.9 1.9 3,138 5.1

2016 87.5 3,275 4.4

2017 88.2 0.8 3,191

年

( ) 

）  

対前年 対前年 対前年

伸び率 伸び率 伸び率

数 4,023 0.3 7,798 11,821

985 7.9 692 6.0 1,677 7.1

数 3,854 7,490 11,344

901 604 1,505

数 3,728 7,326 11,054

893 618 2.3 1,511 0.4

数 3,788 1.6 7,189 10,978

939 5.2 619 0.2 1,558 3.1

数 3,843 1.5 7,316 1.8 11,159 1.6

960 2.2 651 5.2 1,611 3.4
2017

2016

2015

2014

年 ラ
用
の他

2013

( ) 

）  
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.  

船事業全体の 営 を みると、 した航路数は前年 より 11 航路増 し、営業

は 160 増 し る。 

営業 及び に は、ともに 年 で になり、 率は 104.1％となっ

た。 

 

 リー  

ア リー  

の航路 が 300km 上である長 フェ ー航路は、2019 年４月１日 、 事業 で

12 航路が 営 おり、 航船 は 36 となっ る。 

   ２−１−45 ( ) 

( ) 

( )  

 

 

 

年 航路数 営業 営業 率

2013 509 250,415 2,377 4,670 101.9

2014 497 252,301 2,186 3,013 101.2

2015 499 223,085 11,077 11,429 105.2

2016 508 229,141 11,926 12,516 105.6

2017 509 246,439 9,343 9,958 104.1

2013 7 309 10 10 103.5

2014 7 308 12 12 104.2

2015 7 392 50 50 114.5

2016 7 236 97.1

2017 8 435 33 32 107.8

2013 658 19,594 593 866 104.5

2014 656 21,773 99.6

2015 660 18,464 694 804 104.5

2016 684 23,359 135 240 101.2

2017 693 21,817 691 761 103.6

2013 1,174 270,317 2,980 5,547 102.0

2014 1,160 274,382 1,858 2,927 101.1

2015 1,166 241,941 11,821 12,283 105.2

2016 1,199 252,735 12,056 12,750 105.2

2017 1,210 268,691 10,067 10,751 104.1

一 定期航路事業

定 定期航路事業

定期航路事業

 

イ  

2018 年 は長 フェ ーの航路数、航路 ともに増 した。 た、輸送 に は全

の にお 前年 より増 した。 

 

 

2018 年 の長 フェ ー事業 の に ると、営業 、営業費用はともに増

し、営業 は 140 と、 期 の となった。 た、 に も 128 ３千

の となった。 

なお、2018 年 における は、 ２−１−48 のとおりである。 

   ２−１−46 リー  

   ２−１−47 リー （ ） 

( ) 

( ) 2.5 1  

2018 年  

 

 

 

 

( ) 

( ) 12  
 

 
 
 

年 年 対前年 比
営業 134,226 187,886 140.0%
営業費用 124,338 173,883 139.8%
営業 9,888 14,002

9,043 12,832
期 8,701 9,335
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  島  

ア 島  

一 定期航路事業の ち、 航路事業は 2019 年４月１日 、224 事業 によっ 296

航路が 営 おり、 航船 は 552 （ 19 ン）となっ る。 

た、 航路事業全体の 三 の一を 営 は 三 ーが運営し るが、こ らの

航路は 営環境が し ものの、 の とし な航路であると に っ

、 方 体 らが運営に っ る。 

 

 

 

２−１−48 リー （ ） 

( ) 

( ) 12  

 

 

   ２−１−49  

   ２−１−50  

成比
動資 64,623 23.7%
定資 208,401 76.3%

資 合 273,024 100.0%
動 61,951 22.7%
定 120,498 44.1%

合 182,448 66.8%
90,575 33.2%

273,024 100.0%

資
・ 資 合

資

クター

146 30 48 224

年 トン トン

2017 296 548 195,518 357

2018 295 546 190,438 349

2019 296 552 190,246 345

 

イ  

2017 年 の 輸送 は、輸送人 で 4,395 人（対前年 比 1.6％増）、輸送人キロで 9

9,443 人キロ（同 2.4％増）となっ る。 

 

 

た、 航路事業の 営 は し 、2017 年 の 率は、96.4%となった。 

 

 

定 12 の船 による事業（本 と 等にお 人と の の一 とな

っ る る海上 シーや における 船事業な ）は、2000 年の海上運送

改 、事業開始の を することになったが、こ らの 規 な事業 は 船や 船が

的に し るよ な な も 、輸送の 全の びに 用 の 等か

ら、 の事業 の に るとともに、 の を ること等、 方運輸 を中 に

事業 に対する指 ・ 体制の を っ き る。 

 

 

年 月 年 月 年 月 年 月 年 月 年 月 年 月
事業 数 3,334 3,496 3,624 3,772 3,942 4,149 4,395

   ２−１−51 島  

対前年 伸び率 対前年 伸び率

2015 42,853 0.1 958,515

2016 43,263 1.0 970,692 1.3

2017 43,949 1.6 994,428 2.4

年 輸送人 輸送人キロ

( ) 

   ２−１−52 島  

年 営業 営業 率

2015 71,724 98.7

2016 72,349 98.9

2017 78,141 96.4

( ) 

   ２−１−53  

図表

図表

図表

図表

図表

図表

海
上
輸
送
分
野

第

章
1

海
上
輸
送
分
野

第

章
1

第
2
部

第
2
部

101 海事レポート 2019 　102



 

国 取  

 島  

我が国は、本 、北海 、 国、 及び 本 を含 千 の を し おり、

のなかの４ の に人 が らし る。 航路は、 と 、 と本 を の

とし 、 た、 資等の輸送 とし な を たし る。 航路を運航する事業

の は、人 の減少、高 の 等により し 営 にあるが、 のよ な 航路事

業 に対し、航路 営によっ る に を することで、 航路の を

っ る。 

2011年 からは、 航路・航 路・ 方 ス・ の の 制 を統合した「

改善事業」が 、この事業のなかで航路 を ることとし、 を

し る。 

 

 バリア リー  

ア  

我が国は、 人 に る高 の 合が４ の１を るな 、 高 社会を るが、

高 であるか か、 た、 の に ら 、全 の人が け な できる社会の

を 指し おり、「 こでも、 でも、 に、 やす 」と ーサル インの 方

を た インフラの が ら るとこ である。 

2020 年東 ン ・ ラ ン 大会に向けた「 ーサル イン 2020

会 （2017 年２月 20 日）」でとり と ら た「 ーサル イン 2020 動 」の取 とし

ーサル インの り等の が り込 、2018 年 12 月に開 た ３

会 では、 事 等が過 を る「 ーサル イン 2020 会 」を ・開 し、

   ２−１−54 島 金  

 

動 の を 速したとこ である。 

た、2018 年 月、全 の国 が する社会の に向け 、全国にお 更に アフ

ー を するた に「高 、 等の 動等の の に する （ アフ ー ）

の一 を改 する 」が成 し、2019 年４月１日から一 定期航路事業の用に する

船に 定期航路事業の用に する 船も新たに の 用対 となった。 

 

イ バリア リー 本  

事業 等は アフ ー に き、 や 等を新たに ・ 等する

に、「 動等 のた に な は 等の 及び に する を定 る

（ 動等 ）」を する があり、 船に は、 のよ な が けら

る。 

（ ） 船の から アフ ー 席及び すス ース での 路 

） 路の 幅を 80cm 上とすること 

） すりが けら ること 

） 路の の を すの に の ものとすること 等 

こ した の な 成に向け 、「 動等 の に する 本方 」にお 、

に 2020 年 での を 定し る。 船に は、全体 数の 50％を

合船 とすることを とし、 の 成 は 2018 年３月 で 43.8％となっ る。 

た、１日 たりの 用 数 3,000 人 上の に も、同 の を 定

する等により アフ ー を おり、 船 ー ナルに は、 の 消に はす

の で対 みとなっ る。 

 

バリア リー 取  

このよ に、 とし アフ ー が ら る中、 年、新 る 船で

は、 数の アに の や のテー ル の 定用 の 、シ ー

を した イ の 等、 のある方にも した 船が と 航し き る。

船に は 2017 年３月に 船事業 から 事 を ・ した か、 ラ 、

ー ー、 イ の 等に対する 制 等により アフ ー を し る。国

とし は、 ・改 等を 定する事業 等に対し 、 後も上 の 等を 、一

の アフ ー を することとし る。 
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2017年 からは、 日 国人 環境 対 事業を 用し、 日 国人

を対 に長 フェ ー( 社 11航路)が最高 で 船 な企 船 JAPAN FERRYPASS 

21 を するな 、 日 国人 の 用 に向けた取り みを っ る。 

2018 年 は、海事 に した「海事 本 」にお 、海事 で

国の に す 、イン ン を とした３ の （１． 方 ・消費拡大

の 、２． 環境 、３． な の ）により、 的に る取 事 等に

取り と を ったとこ 、2019 年 は、 日 国人 環境 に対する 事

業や同年より開始した「イン ン 船 制 」等により、 資 とし の船 の 向上

や 用の のた 、海事 に向けた取 を 。 

 

 海  

海  

 海  

我が国と 国との の航海を「 航」と のに対し、国 における航海を「 航」と び、輸

送対 によっ 航 輸送と 航 輸送に る。この ちの、 航 輸送を一 に

「 航海運」と で る。 

航海運は国 輸送の ４ （2017 年 、 ンキロ ース）を っ おり、我が国の や

国 を る上で な 業 資である 、 、 ン 等に は、 の

を輸送し る。 た、 ２−１−56 を も かるよ に、 航海運によっ 輸送 る の

が 業 資で ら る。 

   ２−１−56 シ ア（2017年 トン ロベース） 

国  

（ ） 2009 年  

 

 

 国  

国 船は、 用 の減少等により、 し 営 が 一方、 を海に た我が

国における な ー とし 、 た、スローライフを できる 動 とし 、より の

ー ーから期 おり、我が国の を する ールとし も注 る。 

この を 、国 航路の を るた 、「船 の 向上」を と

けると に、国・ 船業界・ 業界・ の 等が し、一 し 船の 向

上のた の 的な 報 や 用 ー にあった船 商 の開 ・ 等の取り み

を 開し る。 

こ での取 とし 、2008 年から、 業 に の船の を体 し もら とし ファ

（体 航海）を開 し、2018 年 でに合 12 開 するな 、船 の 体的なイ ージを

後の商 開 等に 用し た の な 会を し る。 

2013 年 からは、 もの日と海の日に、 もたちに あ りな みのな 船による船

の を体 し もら た 、 船の 運 を 料とするキ ン ーンを全国規 で

し る。 

2016年 には、船 会の を け 「船 サイ ング」とし 船を 用す

る全国 のサイ ングコースを 等するとともに、「 の ち東 における 運 に す

る 会」を 、「 の ち・東 運の しみ方 イ 」を作成し、 等 の

や HP に する等の PR を った。 

   ２−１−55 バリア リー  

 

 

 国  

国 船は、 用 の減少等により、 し 営 が 一方、 を海に た我が

国における な ー とし 、 た、スローライフを できる 動 とし 、より の

ー ーから期 おり、我が国の を する ールとし も注 る。 

この を 、国 航路の を るた 、「船 の 向上」を と

けると に、国・ 船業界・ 業界・ の 等が し、一 し 船の 向

上のた の 的な 報 や 用 ー にあった船 商 の開 ・ 等の取り み

を 開し る。 

こ での取 とし 、2008 年から、 業 に の船の を体 し もら とし ファ

（体 航海）を開 し、2018 年 でに合 12 開 するな 、船 の 体的なイ ージを

後の商 開 等に 用し た の な 会を し る。 

2013 年 からは、 もの日と海の日に、 もたちに あ りな みのな 船による船

の を体 し もら た 、 船の 運 を 料とするキ ン ーンを全国規 で

し る。 

2016年 には、船 会の を け 「船 サイ ング」とし 船を 用す

る全国 のサイ ングコースを 等するとともに、「 の ち東 における 運 に す

る 会」を 、「 の ち・東 運の しみ方 イ 」を作成し、 等 の

や HP に する等の PR を った。 

   ２−１−55 バリア リー  図表
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  ２−１−57 量  

37,665 462,607 25,036 12 525,319 151,243 135,916 63,031 74 350,264
(7.17) (88.06) (4.77) (0.00) (100) (43.18) (38.80) (18.00) (0.02) (100)
45,205 439,286 18,062 19 502,572 183,579 129,701 47,058 152 360,490
(8.99) (87.41) (3.59) (0.00) (100) (50.92) (35.98) (13.05) (0.04) (100)
50,026 531,795 16,283 33 598,136 222,173 178,901 37,428 290 438,792
(8.36) (88.91) (2.72) (0.01) (100) (50.63) (40.77) (8.53) (0.07) (100)
45,239 504,805 9,629 54 559,726 205,818 205,941 21,919 482 434,160
(8.08) (90.19) (1.72) (0.01) (100) (47.41) (47.43) (5.05) (0.11) (100)
57,520 598,479 8,662 87 664,748 244,546 272,579 27,196 799 545,120
(8.65) (90.03) (1.30) (0.01) (100) (44.86) (50.00) (4.99) (0.15) (100)
54,854 587,720 7,693 96 650,363 238,330 293,001 25,101 924 557,356
(8.43) (90.37) (1.18) (0.01) (100) (42.76) (52.57) (4.50) (0.17) (100)
54,691 604,209 7,356 100 666356 241,756 303,896 24,968 962 571,582
(8.21) (90.67) (1.10) (0.02) (100) (42.30) (53.17) (4.37) (0.17) (100)
54,144 593,451 6,923 101 654619 237,018 304,691 24,618 981 567,308
(8.27) (90.66) (1.06) (0.02) (100) (41.78) (53.71) (4.34) (0.17) (100)
51,665 569,080 6,037 102 626884 226,980 299,125 22,920 985 550,010
(8.24) (90.78) (0.96) (0.02) (100) (41.27) (54.39) (4.17) (0.18) (100)
52,260 573,607 5,869 106 631842 229,432 305,600 22,541 1039 558,612
(8.27) (90.78) (0.93) (0.02) (100) (41.07) (54.71) (4.04) (0.19) (100)
53,702 564,609 5,927 110 624348 241,671 311,559 22,136 1075 576441
(8.60) (90.43) (0.95) (0.02) (100) (41.92) (54.05) (3.84) (0.19) (100)
52,007 545,455 5,867 102 603431 244,451 311,599 22,193 994 579237
(8.62) (90.39) (0.97) (0.02) (100) (42.20) (53.79) (3.83) (0.17) (100)
49,725 521,973 5,659 100 577,457 235,582 310,614 22,131 991 569,318
(8.61) (90.39) (0.98) (0.02) (100) (41.38) (54.56) (3.89) (0.17) (100)
44,554 511,348 5,360 103 561,365 218,191 320,466 22,794 1,027 562,478
(7.94) (91.09) (0.95) (0.02) (100) (38.79) (56.97) (4.05) (0.18) (100)
44,025 495,325 5,222 107 544,679 218,833 326,215 22,476 1,058 568,582
(8.08) (90.94) (0.96) (0.02) (100) (38.49) (57.37) (3.95) (0.19) (100)
42,615 484,223 5,247 108 532,193 211,576 333,524 22,813 1,075 568,988
(8.01) (90.99) (0.99) (0.02) (100) (37.18) (58.62) (4.01) (0.19) (100)
41,664 483,702 5,187 110 530,663 207,849 345,035 23,192 1,094 577,170
(7.85) (91.15) (0.98) (0.02) (100) (36.01) (59.78) (4.02) (0.19) (100)
40,969 481,189 5,085 115 527,358 202,962 353,320 23,334 1,145 580761
(7.77) (91.25) (0.96) (0.02) (100) (34.95) (60.84) (4.02) (0.20) (100)
37,871 460,075 4,623 107 502,676 187,859 344,939 22,256 1,078 556,132
(7.53) (91.53) (0.92) (0.02) (100) (33.78) (62.02) (4.00) (0.19) (100)
33,218 433,954 4,325 103 471,600 167,315 333,181 20,562 1,043 522,101
(7.04) (92.02) (0.92) (0.02) (100) (32.05) (63.82) (3.94) (0.20) (100)
36,673 453,810 4,365 100 494,948 179,898 246,175 20,398 1,032 447,503
(7.41) (91.69) (0.88) (0.02) (100) (40.20) (55.01) (4.56) (0.23) (100)
36,098 455,747 3,989 96 495,930 174,900 233,956 19,998 992 429,846
(7.28) (91.90) (0.80) (0.02) (100) (40.69) (54.43) (4.65) (0.23) (100)
36,599 436,593 4,234 98 477,524 177,791 209,956 20,471 1,017 409,235
(7.66) (91.43) (0.89) (0.02) (100) (43.44) (51.30) (5.00) (0.25) (100)
37,833 434,575 4,410 102 476,920 184,860 214,092 21,071 1,049 421,072
(7.93) (91.12) (0.92) (0.02) (100) (43.90) (50.84) (5.00) (0.25) (100)
36,930 431,584 4,342 106 472,962 183,120 210,008 21,029 1,125 415,282
(7.81) (91.25) (0.92) (0.02) (100) (44.10) (50.6) (5.00) (0.30) (100)
36,549 428,900 4,321 105 469,875 180,381 204,316 21,519 1,120 407,336
(7.78) (91.28) (0.92) (0.02) (100) (44.28) (50.16) (5.28) (0.27) (100)
36,449 437,827 4,409 100 478,785 180,438 210,316 21,265 1,046 413,065
(7.61) (91.45) (0.92) (0.02) (100) (43.68) (50.92) (5.15) (0.25) (100)
36,013 438,125 4,517 101 478,756 180,934 210,829 21,663 1,081 414507
(7.52) (91.51) (0.94) (0.02) (100) (43.65) (50.86) (5.23) (0.26) (100)

国 資料より作成。

（注） （）は、輸送 別のシェア（％）である。 航 には 過 荷 、郵 を含む。 動 は 年 より 動 を含む数 である（ 年 から 用
動 の数 は ）。 年 からの調 ・統 方 の 更。東日本大 の影響により、北海 運輸 及び東北運輸 の 年３月及び４月の数値は含 な 。

の 数に は し るた 、合 と が一 しな 合もある。

2016 495 48 482 1,046

2017 502 48 480 1,070

2014 496 49 484 1,061

2015 494 48 498 1,067

2012 486 48 483 1,038

2013 489 49 478 1,028

2010 491 54 467 1,032

2011 485 51 501 1,033

2008 496 75 481 1,007

2009 504 77 475 1,013

2006 499 71 447 995

2007 495 73 459 996

2004 497 66 430 989

2005 496 69 435 995

2002 474 60 391 991

2003 490 63 425 997

2000 450 55 373 977

2001 470 57 378 975

1998 439 53 380 966

1999 439 53 384 980

1996 442 50 339 962

1997 438 51 356 971

1995 434 50 326 963

1990 425 46 314 918

1985 455 41 228 893

1975 406 30 261 800

1980 444 34 230 879

航

1970 402 29 252 617

動 航 航 動
年

輸 送 量 （ ） 輸 送 動 量 （ ） 輸送 （ ）

航 動 航 航

 

航海運は、１ ンの荷 を１km 運 の （CO2） 量は、営業用 （ ラ

）と比 し の１であるとともに、 ２−１−60 及び ２−１−61 を も かるとおり、

2017 年 の 業 （ 航船 ）１人あたりの輸送 ンキロは 1996 年 と比 すると ２ 増、

た、2017 年 の１ あたりの ン数は 2000 年 と比 すると ４ 増となっ おり、輸送

率が高 、環境 全の でも た輸送 であると る。 

の一方、 したとおり、 航海運によっ 輸送 る の は 業 資が と

であり、 動による 調 等で輸送 が 動するのに対し、 での 動 を た

、船 が やす となっ る。 

  

  ２−１−58 シ ア（2017年 ） 

2017 年  

2017 年  

年  

  ２−１−59 CO2 位（2017年 ） 
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  ２−１−60  

２−１−61  

 

 海  

2019 年４月１日 、 事業 は 2,121 、 事業 は 1,287 となっ おり、 の 99.7％

が中 企業（資本 ３ たは 業 300 人 の企業）となっ る。 

た、 航海運業 の改 による事業 （ 航運送業「 ー ー」と 航船 業「

ーナー」）の 後も、少数の荷 企業が 定 ー ーと 運送 を び、 の他の

ー ー及び ーナーは ー ーの で事業 動を営むと った ラ の

となっ る。 

 

  

2016 年 の 航海運業 の をみると、 資 に る 定資 の 合は、 ー

ーが 60.1％、 ーナーが 73.6％であり、船 等に した資 成となっ ること、 資 比

率は、 ー ーが 36.0％、 ーナーが 9.4％であり、 に ーナーに は な 営 と

なっ ること等が かる。 

 

  ２−１−62 海  

図表
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2017 年 の 航 輸送量は、 ンキロ ースでは前年 比で 100.3％と である。 

別（ ン ース）では、 、 、 が 対前年 比で 7.0％、1.6％、

1.0％増 し るものの、 の他の に は減少傾向となっ る。 

  ２−１−63 海 （2016年 ） 

（ 位 ） 

 国 海  

  

    （ ）  

 

 

 

一方、 航海運のサービス は、 ２−１−66 のとおり、国 景気の や船 過 等によ

っ 長期 に たり を け きたが、 航 船に は、2005 年後 から 傾向とな

っ る。 

 

 

 

  ２−１−64 量  

対 年 比 対前年 比 対 年 比 対前年 比
1970 376,647 100.0 - 1,512 100.0 -
1975 452,054 120.0 90.2 1,836 121.4 95.4
1980 500,258 132.8 97.2 2,222 147.0 98.4
1985 452,385 120.1 100.5 2,058 136.1 98.0
1990 575,199 152.7 106.9 2,445 161.7 111.1
1995 548,542 145.6 98.7 2,383 157.6 99.9
2000 537,021 142.6 102.8 2,417 159.9 105.4
2005 426,145 113.1 96.8 2,116 139.9 96.7
2006 416,644 110.6 97.8 2,078 137.4 98.2
2007 409,694 108.8 98.3 2,030 134.3 97.7
2008 378,705 100.5 92.4 1,879 124.3 92.6
2009 332,175 88.2 87.7 1,673 110.6 89.0
2010 366,734 97.4 110.4 1,799 119.0 107.5
2011 360,983 95.8 98.4 1,749 115.7 97.2
2012 365,992 97.2 101.4 1,778 117.6 101.7
2013 378,334 100.4 103.4 1,849 122.3 104.0
2014 369,302 98.0 97.6 1,831 121.1 99.0
2015 365,486 97.0 99.0 1,804 119.3 98.5
2016 364,485 96.8 99.7 1,804 119.3 100.0
2017 360,127 95.6 98.8 1,809 119.6 100.3

年
輸 送 ン 数 （千 ン） 輸 送 ン キ ロ （ ンキロ）

国 年  

（ ） 1974年 1970年 考  

  ２−１−65 量  

国 年  

(年 ) 

 

 

一方、 航海運のサービス は、 ２−１−66 のとおり、国 景気の や船 過 等によ

っ 長期 に たり を け きたが、 航 船に は、2005 年後 から 傾向とな

っ る。 

 

 

 

  ２−１−64 量  

対 年 比 対前年 比 対 年 比 対前年 比
1970 376,647 100.0 - 1,512 100.0 -
1975 452,054 120.0 90.2 1,836 121.4 95.4
1980 500,258 132.8 97.2 2,222 147.0 98.4
1985 452,385 120.1 100.5 2,058 136.1 98.0
1990 575,199 152.7 106.9 2,445 161.7 111.1
1995 548,542 145.6 98.7 2,383 157.6 99.9
2000 537,021 142.6 102.8 2,417 159.9 105.4
2005 426,145 113.1 96.8 2,116 139.9 96.7
2006 416,644 110.6 97.8 2,078 137.4 98.2
2007 409,694 108.8 98.3 2,030 134.3 97.7
2008 378,705 100.5 92.4 1,879 124.3 92.6
2009 332,175 88.2 87.7 1,673 110.6 89.0
2010 366,734 97.4 110.4 1,799 119.0 107.5
2011 360,983 95.8 98.4 1,749 115.7 97.2
2012 365,992 97.2 101.4 1,778 117.6 101.7
2013 378,334 100.4 103.4 1,849 122.3 104.0
2014 369,302 98.0 97.6 1,831 121.1 99.0
2015 365,486 97.0 99.0 1,804 119.3 98.5
2016 364,485 96.8 99.7 1,804 119.3 100.0
2017 360,127 95.6 98.8 1,809 119.6 100.3

年
輸 送 ン 数 （千 ン） 輸 送 ン キ ロ （ ンキロ）

国 年  

（ ） 1974年 1970年 考  

  ２−１−65 量  

国 年  
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一方、 航海運のサービス は、 ２−１−66 のとおり、国 景気の や船 過 等によ

っ 長期 に たり を け きたが、 航 船に は、2005 年後 から 傾向とな

っ る。 

 

 

 

  ２−１−64 量  

対 年 比 対前年 比 対 年 比 対前年 比
1970 376,647 100.0 - 1,512 100.0 -
1975 452,054 120.0 90.2 1,836 121.4 95.4
1980 500,258 132.8 97.2 2,222 147.0 98.4
1985 452,385 120.1 100.5 2,058 136.1 98.0
1990 575,199 152.7 106.9 2,445 161.7 111.1
1995 548,542 145.6 98.7 2,383 157.6 99.9
2000 537,021 142.6 102.8 2,417 159.9 105.4
2005 426,145 113.1 96.8 2,116 139.9 96.7
2006 416,644 110.6 97.8 2,078 137.4 98.2
2007 409,694 108.8 98.3 2,030 134.3 97.7
2008 378,705 100.5 92.4 1,879 124.3 92.6
2009 332,175 88.2 87.7 1,673 110.6 89.0
2010 366,734 97.4 110.4 1,799 119.0 107.5
2011 360,983 95.8 98.4 1,749 115.7 97.2
2012 365,992 97.2 101.4 1,778 117.6 101.7
2013 378,334 100.4 103.4 1,849 122.3 104.0
2014 369,302 98.0 97.6 1,831 121.1 99.0
2015 365,486 97.0 99.0 1,804 119.3 98.5
2016 364,485 96.8 99.7 1,804 119.3 100.0
2017 360,127 95.6 98.8 1,809 119.6 100.3

年
輸 送 ン 数 （千 ン） 輸 送 ン キ ロ （ ンキロ）

国 年  

（ ） 1974年 1970年 考  

  ２−１−65 量  

国 年  

(年 ) 
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航海運業 の する船 の は、2019 年３月 で合 5,201 （前年 比 0.5％

減）、3,883 千 ン（前年 比 2.3％増）となっ る。 

船 別にみると、500 ン の船 は 数 ースでは全体の 78.1％を るが、 ン

数 ースでは全体の 21.7％となっ る。一方、1,000 ン 上の船 は、 数 ースでは全体

の 10.3％と少数ではあるが、 ン数 ースでは全体の 66.6％と過 数を る。 

船 別にみると、 動 用船を た全船 にお 大 が でき おり、2019 年３月

の１ あたりの ン数と 2009 年３月 の とを比 すると、最大で 38.2％の増 と

なっ る。 

  ２−１−66 ー ス （2010年 ） 

2010年 100 

日本 ー ス  

2018年  

  ２−１−67 量 

ン 1,831 (31.5) 51,420 (1.4) 1,774 (34.1) 43,623 (1.1)
ン 上 ン 1,163 (20.0) 203,483 (5.7) 690 (13.3) 118,472 (3.1)
ン 上 ン 269 (4.6) 69,264 (1.9) 339 (6.5) 88,179 (2.3)
ン 上 ン 212 (3.6) 74,436 (2.1) 199 (3.8) 69,526 (1.8)
ン 上 ン 1,186 (20.4) 578,409 (16.2) 1,062 (20.4) 521,292 (13.4)
ン 上 ン 274 (4.7) 180,280 (5.1) 156 (3.0) 97,961 (2.5)
ン 上 ン 333 (5.7) 274,463 (7.7) 443 (8.5) 358,181 (9.2)
ン 上 ン 161 (2.8) 239,294 (6.7) 130 (2.5) 190,248 (4.9)
ン 上 ン 104 (1.8) 283,642 (8.0) 69 (1.3) 181,640 (4.7)
ン 上 ン 144 (2.5) 533,002 (14.9) 178 (3.4) 663,509 (17.1)
ン 上 ン 55 (0.9) 285,457 (8.0) 56 (1.1) 288,456 (7.4)
ン 上 77 (1.3) 792,445 (22.2) 105 (2.0) 1,261,828 (32.5)

合 5,809 (100) 3,565,595 (100) 5,201 (100) 3,882,915 (100)

ン数

国 海事 調

注 ． 航 用船及び港運 用船を含み、 の 輸送船、 の 輸送船及び に る

用 船は含 な 。

． は 成比 ％ である。
． 数 のた 、 の数 が合 な 合がある。

614 747

船
（ ン）

年 月 日 年 月 日
数 ン数 数 ン数

 

 

航船 の新 船 数は、1993 年 には 325 を したが、2018 年 は ー 時の 28％

に たる 90 であった。こ は、 船 の高 り等により が で な ことが背

景にある。こ した中で、船 14 上の船 が 航船 に る 合（ 船比率）は、1999 年

に 44％を し 上昇傾向にあり、2018 年 は全体の 70％を る でに っ る。 

  

  ２−１−68 量 

  ２−１−69  

国 海  国 海

数 数

の他 船 3,697 (472) 3500 (599)

・ ・ 用船 517 (607) 333 (642)

ン 用船 155 (2559) 135 (2866)

動 用船 30 (4342) 12 (4131)

送船 1,065 (727) 934 (1005)

ン 船 345 (593) 287 (690)

合 5,809 (614) 5,201 (747)

国 海事 調

． は ン数である。

注 ． 航 用船及び港運 用船を含み、 の 輸送船、 の 輸送船及び に る
用 船は含 な 。

774,146 938,230

204,706 198,069

3,565,596 3,882,915

313,929 213,849

396,586 386,967

130,271 49,569

1,745,958 2,096,231

船
年 月 日 年 月 日

ン数 ン数
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海  

航海運に は、1966 年から船 過 対 とし し きたス ラ ・アン ・ビル 方

による 船 調 事業を 消し、1998 年 月、 航海運の を るた 、 航海運 定

事業を した。 

この 航海運 定 事業は、 制 的との が かった 船 調 事業の 消によ

り、事 上の 的 値を し た 資 が 値 する 的影響を した フ ラン

ング である。なお、国 とし は、 航海運 定 事業に する資 調 の一 に

を っ る。 

は、 が 1,746 、207 対 ン、1,310 (2015 年 を ）、 が

1,890 、440 対 ン、1,418 となっ る（2019 年３月 定 ース）。 

2015 年 に同事業の の一 である 等 制 が するとともに、2016 年 より新

たな 等 の 用が開始 、同事業の に向けた が った にある。 

２−１−70  

  ２−１−71 海  

２−１−70

 

 

  

人 ・運輸 （ 「 ・運輸 」と 。）では、船

制 を 、環境 等、 に対 した 航船 の を っ る。 体

的には、 

・海上運送事業 の 込みに 、 ・運輸 と海上運送事業 が費用を し 国

船及び 航 船を 同 する 

・ 後、 船 を一定期 （おおむ 用年数） し、 ・運輸 は海上運送事業 に

用・ るとともに、 期 中、海上運送事業 は、 の対 とし ・運輸 に対

し 用料を  

・海上運送事業 が 期 時に の ( )を 取ることにより、海上運送事

業 の 100％ 船となる等を とするものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
海上運送事業 は 期 中を し、 に を た を船 用料とし に

。 の 、 等を にした 率に 別 減 率及び海上運送事業 の

用 に 減 率（海上運送事業 の 諸 及び過去の 等を したもの）を

した 率が 用 る。

 た、2019 年 より、 ス ラ ーを した 船に対する 減、  LNG 料船の

新規 けを った。 

  ２−１−72 船 制 の  
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用 率の 方  

 

 

対 船 一 びに 別 減 率及び 合の上  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海上運送事業 にとっ は、 ・運輸 が 船 を に 直 するた

、 とし が であること、 長期・ 定・ の資 的 を けら ること、 ・

  ２−１−73 船 制 の船 用料に る 用 率 

  ２−１−74 対 船 の 期  

 

運輸 の が けら ること、等の を できる。 

海上運送事業 は、大 数が中 事業 であり、数 から数 と高 な船 の を

には、船 の な を し な 合が 、 中の から長期の資

的 を けることが な 合が 。 た、中 事業 である船 には に たっ の

等に する 的 が と るが、 会が少な ことから 等に

する な を し な 事業 が 。このた 、船 制 は なサ ー

ールとし 用 おり、同制 は我が国の 航海運の を た制 と ことができ

る。 

・運輸 ではこ で、 船 1,000 、 船 3,000 、合 4,000 、

ース（ ）で 1 7800 に上る船 を し きた。（2019 年３月 ） 

 

 取  

我が国の 航 にお は、 の 率 や 業 の に 、より環境に し

航海運業の 、 航路の ・ と った な が き き し る。 た、

航船の は に高 に し おり( ２−１−70 船 成の )、こ した船 をよ

り や環境 に た な船 に することが となっ る。 

 

 

 

２−１−75 航海運における、 ・運輸 の 船のシェアと 及び 

ン数対 船 の 期  

 

 

用 率の 方  

 

 

対 船 一 びに 別 減 率及び 合の上  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海上運送事業 にとっ は、 ・運輸 が 船 を に 直 するた

、 とし が であること、 長期・ 定・ の資 的 を けら ること、 ・

用 率の 方

  ２−１−73 船 制 の船 用料に る 用 率 

  ２−１−74 対 船 の 期  
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・運輸 にお は、SES（スー ー コシ ）や 減 船（

減 船、高 減 船）等、 航海運のグ ーン に資する船 の を っ

る。 

SES は の少な 船 や 気 システ を 用することにより、 た や環境 荷

の 減、船 環境の改善をもたらす 世 の 航船 である。2019 年 3 月 、 船４ と

船 21 の合 25 の SES が し る。 た、 ・運輸 では、 的 サ ー

を ことで、SES の 航後 も っ る。 

減 船とは、 の により開 た、船体 の少な 高 な船

であっ 、1990 年 の船 と比 16% 上の CO2 量を 減する船 であり、2019 年

3 月 、 船 20 、 船 2 、合 22 が し るとこ である。 

 た高 減 船とは、 料消費率が 減 、 率を改善する 等を

ることにより、1990 年 の船 と比 12% 上の CO2 量を 減する船 であり、 減

率を 用することで の を っ る。 

  2018 年 には、高 減船 15 を 定し、2019 年 も き き、こ ら

環境 に資する船 の を る  
 

  取  

2003 年 には ・運輸 の船 定（ 業 を 海事 定の前 ）にお 、

が 473 、 が 445 、 過が 283 と にあった。 こで 2004

年 12 月に「 航海運 率 のた の ・運輸 船 定 直し方 」を国 にお

２−１−76  年 及び直 5 年 の  

 

定し、 制 の 本的 直し、 の 、 及び 等を った。 

、 ・運輸 はき かな によっ ・ を り 、海上運

送事業 の 用 ス に た 制 の 等によっ ス を し、 の

高は に減少し る。同時に、 航海運のグ ーン 対 や 航路の ・ 対 等、

的に合 した新船の を 海上運送事業 に対し 、 等の を 、一定

量の の を ること等により、 体 の改善 に取り で る。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

・運輸 は、 に の 減を るた 、2018年 3月 減

を 定した。 

同 では、 の と を した上で、 の 減 及び

体的な 減方 (事業量の 、 、 及び の )を定 お

り、 減 を合 40 とし、 らなる 減に取り で る。 

  ２−１−77 直 5 年 の 高及び 率の  

  ２−１−78 2007 年 の 減 の  

図表

図表

図表

海
上
輸
送
分
野

第

章
1

海
上
輸
送
分
野

第

章
1

第
2
部

第
2
部

119 海事レポート 2019 　120



 

 港  

国港湾  

 世界の国 海上コンテナ荷動量をみると、2017 年は全世界合 で 2 0,792 TEU となっ お

り、北米 欧 での荷動量が 732 TEU（世界の荷動量に る 合は 3.5%）、北米 東アジ

ア での荷動量が 2,677 TEU（同 合は 12.9%）、欧 東アジア での荷動量が 2,307 TEU

（同 合は 11.1％）となっ る一方、東アジア での荷動量は 3,179 TEU（同 合は 15.3％）

となっ おり、東アジアを中 としたコンテナ荷動量が世界のコンテナ荷動きにお 大きな を

る。 

 

 

  

このよ なアジアにおける 量の増大を背景に、我が国港湾におけるコンテナ 取扱量も増

し るが、 にも増し アジア 港のコンテナ取扱 量が 増し、我が国港湾の が

対的に し き る。 た、世界の港湾別コンテナ取扱個数ランキングでみると、1983 年に

お 港は取扱量で世界 ４ であった。しかし、2017 年にお は 30 にもラン インでき

おら 、 に の は し る。 た、日本で最も取扱量の 東 港で 28 とな

っ る。こ に対し、上 を上海港、シン ール港、 港と ったアジアの 港が

る。 

 

 

  ２−１−79 世界の国 海上コンテナ荷動量 

 

 

港湾  

 

  ２−１−80 アジア 港におけるコンテナ取扱  

  ２−１−81 港湾荷 の作業  
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一方、港湾運送量（船 積 量）は、2017 年 、全国で 14 5,486 ンと、前年 比 0.9％

増となっ る。 

 
船 積 量を 別にみると、コンテナ荷 が 2017 年 にお 631 ン（前年 比 ％増）

であり、港湾運送量の 43％を 、我が国の港湾運送にお な けとなっ る。  
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2018 年３月 にお 、港湾運送事業 の対 となる全国 93 港の指定港における港湾運

送事業の 数及び事業 数は のとおりである。 た、中 企業が る 合が 88％と

に高 。 

 

 

た、港湾運送事業の 数に は、2017 年 にお １千人である。港湾運

送事業の事業 数は減少し、 数は前年 比で となっ る。 

大企業

（100社）

11.6%中 企業

( 業 合含む）

（765社）

88.4%

国 港湾 調 （2018年３月 日）

（注）大企業とは、資本 ３ の企業のことである。

中 企業の る 合が

に高 （ 88％）
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（注）事業 数は、 港湾 （ 等含む。）の事業 数、 事業 数とは全国（ 等を 。） ースの事
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港湾運送事業 の 2017 年 の 上高は 44 と、前年 比 8％増となっ る。 

  

      （ 位 ） 

 
全港 

2016 年  2017 年  前年 比 

港
運 

 4,052  4,400 108,6% 

費 用 3,779  4,007 106,0% 

 270  393 145,6% 

率％ 107.2  117,5 109,6% 

兼
業 

業  19,103  20,382 106,7% 

業費用 18,438  19,239 104,3% 

営業  936  1,143 122,1% 

 1,105  1,148 128,3% 

国 港湾 調  

  
    

（注）１． 数 のた 、 の数 が合 な 合がある。 

  

   ２．本 は、一 港湾運送事業 （ し）の１社 の である。 

 

国 ンテ 港湾  

我が国の 業 動や国 を から るた には、国 海上コンテナ にお 我

が国と北米・欧 等を 国 航路を 定的に し ことが である。このた 、国

は、2010 年 月、国 コンテナ 港湾とし 港（ 港、大 港）、 港（東 港、

川崎港、 港）を 定し、 港にお 大 の や 率的な港湾運営等、 ー ・ フ

一体となった 合的な を し きた。 

しかし、この にも、コンテナ船の大 や船会社同 のアライアンス の により、国

航路の 港 が で る を 、2014 年１月に、「国 コンテナ 港湾

会」にお 、国 コンテナ 港湾 の「 」、国 コンテナ 港湾 の 業 積

による「 」、国 コンテナ 港湾の「 」の３本 の からなる「最 とり と 」を

した。「最 とり と 」に き、 港及び 港の 港湾運営会社に対し 国が 資を

、国、港湾 、 事業 による 体制を するとともに、運営会社が 事業

の 制 の 等 に取り できた。 

こ した取り みにより、 港にお は、2018 年のコンテナ 取扱個数が 294 TEU と

なり過去最高を更新し、 港にお は、2017 年４月、2018 年 月に、 で北米航路が新規

  ２−１−86 港湾運送事業 の  

 

開 、2018 年 月には、中 米航路が新規開 るな 、 体的な成 が る。 た、

欧 航路に も、2019 年 月より、アジア 欧 航路での 港 の 港を 開した。 

「最 とり と 」 年が 過したことから、2019年３月に、こ での の 成 、

個別 の をフ ローア し、 、 、 の 等の の を 、

と個別 の 直しを った を「最 とり と フ ローア 」とし した。 後

は、欧 ・北米航路をは 、中 米・アフ 等 方 ・ の直航サービスを ること

を とし、「Cargo Volume（ 量）」「Cost（コス ）」「Convenience（ ）」の３ の を

た国 コンテナ 港湾を 指し、 的・ 率的な 、コンテナ ー ナルの 向上、

港湾の 全 をは とする「 」「 」「 」の３本 の取り みを き き

し 。 
 

LNGバンカリン  

2016 年 10 月に、国 海事 （IMO）にお 一 海 における SOx 規制が 2020 年から

ることが るな 、 スの ーンな LNG（ ス）を 料とする船 の増 が

込 おり、LNG ン ング（ 料 ） の が港湾の国 を する とな

っ る。我が国は世界最大の LNG 輸 国であり、LNG が港湾に し し ること

等から、世界最大の ン ング であるシン ールと LNG ン ング の世界的な

ー に向けた取 を し る。 

大 LNG 料船 の LNG ン ングは Ship to Ship 方 （ ・ に 中 は 中の

LNG 料船に LNG ン ング船が （ け）し LNG 料を する方 ）による ー

シ ンが 率的であり、LNG ン ング の 成に し は LNG ン ング船の や LNG

の改 な の 期 資が となる。他方で、2020 年の規制開始 は船 料とし

の LNG が ら ることから LNG ン ング事業の を することが と 込

ることが、LNG ン ング の 成が な 一 となっ る。 

こ したことから、2018 年 より LNG ン ング の 成に向けた 制 を し、2018

年 月には「 湾・三 湾 LNG ン ング事業」、「東 湾における STS 方 での船 向け

料 事業」を したとこ であり、2020 年 中には我が国にお LNG ン ング

が２ で 成 ることとなる。 

き き、 に しアジアの東 の ー ェイに する我が国港湾に、LNG ン ン

グ を 成することにより、 等を航 する船 の我が国 の 港増 を り、港湾の国

を し 。 
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  ２−１−87 我が国港湾とアジア 港との欧米 航路 港 数の比  

  ２−１−88 国 コンテナ 港湾 の  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

  ２−１−89 ン ング の 成 図表
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